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平成２６年  ９  第６３巻  第９号    香川県小学校教育研究会算数部会 

香 川 県 算 数 教 育 研 究 会  

 
平成 26年度 第２回定例研修会報告 

  ６月２８日，附属高松小学校にて，第２回定例研が行われた。今回はその概要について報告する。 

〈 日 程 〉 

 １ 開 会 

 ２ 提案授業      第２学年「１０００までの数」  附属高松小学校     堀場 規朗 先生 

 ３ 丸亀支部の提案   第５学年「三角形・四角形の角」 丸亀市立郡家小学校   福岡 瑞穂 先生 

 ４ 閉会 

 

附属高松小学校の提案授業 

 

 

【授業者】 香川大学教育学部附属高松小学校  堀場 規朗 先生 

１ 育てたい「数学的な考え方」と既習事項のつながり 

 本単元で育てたい「数学的な考え方」は，内容にかかわる数学的な考え方の「単位の考え」である。この「単

位の考え」は「数と計算」領域だけでなく，算数科全般に広く関わってくる考え方である。 

 同領域である「数と計算」として第１学年では，数図による数のイメージと主に 10 のまとまりに着目した数

量の捉えを大事にしてきた。第２学年では，数が拡張され 10 が 10 集まれば 100 になることや 100 が 10 集まれ

ば 1000になることなどを視覚的に捉えながら，十進位取り記数法を深めていく。つまり，位のまとまりが 10集

まり次の位が登場することを経験していく。具体物を操作して数えやすく，もしくは比べやすくしていく中で「単

位の考え」を育てていくことになる。 

 本単元では，初めて 100 のいくつ分という数え方をする。しかし，子どもたちは 10 のいくつ分を経験してい

ることや 100のまとまりを既に学んでいること，さらに買い物などで 100円を扱った経験から容易に数えるだろ

う。しかし，1000という数量の大きさや，位でまとめることの価値などは，あまり感じられていないと思われる。

そこで，大きな数を実際に数えることで，数えることの大変さから 10 円や 100 円のように既にまとめているこ

との価値を感じ取り，数の大きさに合わせて位でまとめる中で単位の考えを促していけるようにする。 

 

２ 単元構成 

 ① 100を越える数の読み方から，数の表し方や仕組みについて調べ，数の構成を説明する。 

 ② １円玉を使い正確に数えるために 10や 100でまとめ，何のいくつ分で考える。 

 ③ 10を単位にして，そのいくつ分になることを利用して，数の相対的な大きさを捉える。 

 ④ 10や 100のまとまりを囲む活動を通して，1000という数の構成や数の系列を捉える。 

 ⑤ 数直線のめもりの大きさに着目して，1000までの数の系列や順序を理解する。 

 ⑥ 得点表を使って，３位数の大小を比較する。（本時） 

 ⑦⑧ お買い物場面から 1000までのたし算やひき算について計算の仕方を考える。 

第２学年 「１０００までの数」 
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４ 討議 

・ 数え棒を使わせたことについては賛成である。量感や既習の内容ともつながりやすい。 

・ 数の大きさを比べる際に一の位から見ていたが，百の位から比べる方法もあったのではないか。 

・ ３けたの数を比べる際は，子どもはまず百の位を見ようとする。それが見える状態での十や一の位の比較は

必然性が低い。 

・ 子どもが発表した後，「いいです」の言葉で次に進むのではなく，きちんとした説明を求めていてよかった。 

・ 数の概念が育っていても，言葉でそれを表現しようとすると難しいことがある。細かな部分についての説明

の仕方については配慮する必要がある。 
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丸亀支部の提案 

 

【提案者】 丸亀市立郡家小学校   福岡 瑞穂 先生 

 

１ 本単元で育てたい数学的な考え方 

 第５学年では，三角形や四角形の性質を見いだし説明することを通して，論理的な考えを育成することが大切

である。本単元では，三角形の内角の和が１８０°であることを角度の計測や操作活動から見いだす。そして，

計測や操作活動に加え，三角形の性質を使うことによって，四角形や五角形の内角の和を求める。その過程で数

学的な考え方を身に付けることができると考える。 

 三角形の内角の和が１８０°であることを見つける際には， 

 ①いろいろな三角形の角を分度器で測り，角度を計算する。 

 ②三角形を３つに切って角を１つに集める。 

 ③合同な三角形を敷き詰めて，角を観察する。 

 ④既習の三角定規の角の大きさを計算する。 

等の活動が見られる。いずれの方法でも，三角形の内角の和は１８０°になることと共に，この性質がどんな三

角形でも成り立つことを確かめ，三角形の内角の和の性質を帰納的に考えさせたい。 

 また，四角形の内角の和を考える際には，上記の方法に加えて，既習の三角形の性質を利用すれば，多角形を

三角形に分割することによって内角の和が求められる。ここでは，児童に「三角形に分割する方法」のよさに気

付かせ，多角形の内角の和を演繹的に考えさせたい。 

 

２ 単元の目標 

 三角形の内角の和のきまりを見つけ，和が１８０°になることを理解

する。また，この性質を利用して，そのよさや美しさが分かる。 

 

３ 本時の主張点 

 （１）問題解決の手がかりをつかむためのグループ活動と発表ボードの活用 

 本学級の実態として，積極的に自分の考えを発表できる児童が多いが，その一方で自分の考えを表現する

ことが苦手で，課題を自力解決することが難しい児童が４分の１程度いる。そこで，友達と相談しながら考

えることができる発表ボードを使ったグループ活動を取り入れた。 

 自分の考えが書けない児童は，友達と一緒にボードに書き込むうちに，問題解決の手がかりをつかむこと

ができる。分かる児童は，ボード上で考えを整理したり深めたりできる。本時は様々な考えがボード上に表

出されるので，その中から相談し合って分かりやすく簡単な考え方に絞っていくようにした 

 （２）数学的な考え方を育てるために 

 これまでも，わけを説明する活動を取り入れてきたが，同じ内容を繰り返したり，順序を考えずに説明し

たりする児童が多く，聞いている児童に考えが伝わらないことがあった。こうした実態を踏まえ，わけを説

明する際に，「まず，次に，だから」と順序立てて説明することを意識させた。こうすることで，児童はま

ず順序立てて説明することになる。 

 さらに，「まず，線を引く。次に計算をする。」というように，内容は短文で表すようにする。そのために，

児童は自分の考えを短いセンテンスに集約しなければならない。こうした説明の積み重ねによって，児童は

論理的な話し方や考え方を身に付けていくことができると考えた。 

 

 

 

第５ 学年 「三角形・四角形の角」 

－ 発表ボードを使ったグループ活動を通して，問題解決の手がかりをつかむ － 
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４ 本時の学習指導（第４時 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 討議 

 ・ 発表ボードに書くと，ノート記述と二重の負担になるので，ノートの映像を映すような方法も考えられる。  

・ 発表ボードや「まず」「次に」という言葉のカードは説明するために有効であった。ボードについては市販

されているそうなので，ぜひ自分の授業でも使ってみたい。 

 ・ 四角形の角を測ると 360°になることが分かる。それをした後に三角形に分けて考える必然性は薄い。 
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今月の指導案 

６年 「速さ」 

 

１ 単元について  

（１）  本単元は，学習指導要領「B 量と測定」のB（４）速さについて理解し，求めることができるようにする単元 

であり，部屋の混み具合や人口密度を求めた第5学年「単位量あたり」の考え方を基盤としている。 

     「あの人は，走るのが速い。」「のぞみ号は，はやてのようだね。」と言われても，その感覚は人によって異なる。

しかし，進んだ距離と時間の比で表される速さの意味や表し方を理解できるようになれば，その対象がどれくらい速

いのかを客観的に認識することができる。しかし，速さとは，5kgの重さの砂の袋を持つことができなかったり， 

１Lのかさのように目で見ることができなかったりと実感を伴わない量であることからも，児童にとって，捉えにく 

い概念であると考えられる。よって，できるだけ実感をもたせながら，可視化してみせる指導が，よりいっそう求め 

られる単元であると言える。 

（２）  本クラスでは，文章題を解く際には，まず「求められていること（目的）」に加え，「何の単位で答えるのか」を

明らかにし，次に「分かっている情報」をノートに列挙するようにしており，それらを手がかりに図や表で考えよ

うとする習慣も身についていることからも既知の情報を活用し，「速さ」「道のり」「時間」をそれぞれ求められるも

のと思われる。ただ，1 学期の「分数÷分数」の単元では，１時間を分数で表すのに苦労していた児童が多くいた

ことからも，本単元内で「時間」と「分」と「秒」との相互関係を理解することが，難しいと思われる。しかし，

数が大きくなっても，正解にたどりつくまで根気強く計算し抜く力をそれぞれの児童がもっているので，時間がか

かったとしても，自力で答えを導き出し，公式として一般化できるのではないかと期待している。 

（３）  本単元では，車の助手席から撮影した映像や車の写真を用いて，児童が車に乗ったときの経験を呼びさます視覚的

な疑似体験をさせることによって，実感を伴った指導に努めたい。また，単位量あたりの大きさとしての考え方を定

着させるために，「『速さとは，１時間あたり○km進む』考え方である」と，唱えさせていく活動を毎時間組み込む

ことによって，速さの概念を児童の中に定着させていきたい。 

    本時では，既習の速さと道のりを用いて時間を求めることを目標としており，まずは線分図に道のりと速さを記

入した上で，次に式を立てて答えを求めていくことになる。時間という概念は，本単元の第 1 時の速さの意味を理

解する時から，道のりとともに出てきている概念であり，「時速 80km」と聞いただけで，時間と道のりを同時に把

握できている。時速 80km で進む主体は，車であることからも，車の写真を印刷したプリントを線分図の中に入れ

ていくことができれば，児童は上段に書かれた「時間」と下段に書かれた「道のり」の情報を 1 セットとして捉え

られると思われる。そして，200km の道のりの中に，「１時間あたり 80km 進む車」がいくつ取れるのかを巨視的

に捉えることができたならば，時間は，足し算やかけ算ではなく，割り算で求められることに気付くと考えられる。

一方，「時間」と「道のり」が同時に線分図に記されていて，混乱する児童がいれば，一度，上段の「時間」を取り

除いて，「道のり」だけを記した線分図を使って指導していく。また，速さと道のりは同じ「km」の単位を用いる

がゆえに，混乱してしまう児童もいるものと思われるので，「速さの単位」であるのか「道のりの単位」であるのか

その都度，確認していく。 

２ 単元の目標 速さの意味や表し方を知り，速さに関する計算ができる。 

【意欲・関心・態度】単位量あたりの考え方を用いて，速さ，道のり，時間の関係を調べようとする。 

【数学的な考え方】  道のりと時間の関係から，速さの意味や表し方が分かる。 

【技     能】  速さの意味と表し方が分かり，速さについての計算ができる。 

【知識・理解】      速さの意味や表し方，比べ方を理解している。 

３ 学習指導計画（全6時間） 

第１時 単位時間あたりの距離，および単位距離あたりの時間で速さを比べる。 

第２時 道のりと時間から，速さを求める。 

第３時 速さと時間から，道のりを求める。 

第４時 速さと道のりから，時間を求める。〔本時〕 

第５時 時速で表された飛行機の速さと秒速で表された音の速さを比べる。 

第６時 練習題を解く。 
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４ 本時の学習計画（４／６時間目） 

（１） 目標 道のりと速さを用いて，時間を求めることができる。 

（２） 本時の主張点 線分図に時速を記した車の写真を入れることによって，児童は１時間あたりに車が進む道のりを， 

巨視的に捉えることができ，「道のり÷速さ」で時間が求められることが推測しやすくなる。 

 

指導案を読んで                                  丸亀市立飯山北小学校 教頭 

   

様々な生活場面で使われている「速さ」の学習では，単に機械的に求めるのではなく，日常の「速さ」の事象を数理的にと

らえ，処理していく学習を大切にすることによって，「速さ」の学習をする意義に気付き，実際の生活で進んで活用しようと

する態度を育てることができます。この指導案を読ませていただいて，「速さ」は「単位時間あたりに進む距離で表すことが

できる」という考えを繰り返し振り返ったり，時間と距離の線分図，車の写真で視覚的に理解したりできるように工夫されて

いました。その際，時間の線分図と距離の線分図を上下２本に分けてかくと，遅れがちな児童も速さについての理解を深め，

ひいては単位量あたりの大きさを用いる考え方のよさを実感することができるのではないかと思います。 

 実際の授業においては，評価基準で児童につけたい力をはっきりとさせ，判定基準でどこまでの状況であるのかを判断し評

価することが必要です。特に，「満足できない状況」と評価した児童には，具体的な支援の手立てが必要です。指導案にも記

述し，どの子もわかる授業をめざしてほしいと思います。 

学習活動 予想される児童の反応と意識の流れ 支援と評価【観点】 

１ 道のりの求め方

を復習する。 

 

 

２ 時間の求め方を

考える。 

(1) 「時間」の単位

を考える。  

 

(2) 分かっている情

報をノートに書

き出す。 

(3)  車の写真が印

刷された紙を用

いて，(2)の内容

を線分図に表す。 

(4) 時間を式で求め

る。 

 

 

 

 

 

 

３ 時間の求め方を一

般化する。 

 

４ 練習問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○速さ・道のり・時間のカードを黒

板に掲示する。 

○答える単位をノートに書くことに

より，学習目標を確認する。 

○文章題の分かっていることをノー

トに書くことにより，題意を理解

する。 

○「時速80Km」とは，どういうこと

なのかを，各自言葉で唱える。 

評価:車の写真を印刷した紙を配布

し，200km の線分図に置き視覚

的に捉えている。【思考】（ノー

ト・観察） 

○方法が思いつかない児童には，時

間を取り除いて道のりだけが書か

れてある線分図を使い，200Km の

中に 80Km がいくつ分取れるのか

を考えさせる。 

○時間の求め方を言葉の式で表現

し，一般化につなぐ。 

評価:線分図を用いて時間を式で求

めることができる。【技術】（ノ

ート） 

 

学習目標：時間の求め方を考えよう。 

200÷80＝2.5 答えは2.5時間になるね。 

時間は，道のりを速さで割ることで，求められるん

だね。 

名古屋までの道のりは，この先200kmあるよ。 

 

時速 280km で走る新幹線が3時間走り続けるのだか

ら，道のりは増えていくよね。だから，道のりは「速

さ×時間」で求められるんだったよね。 

速さの単位は

kmだったよ。 

道のりはｍや

kmだったわ。 

時間の単位は「時間」で答えればいいんだね。 

時速80kmということは･･･ 

「1時間あたり80㎞進む」ってことだよね。 

200km を 1 時間あたり

80km ずつ刻んで行く

わけだから，200km の

中に何個取れるかな…。

割り算で求められるぞ。 

1時間で80km。2時間

で 160km。3 時間走り

続けると名古屋を越え

てしまうから，足し算

では駄目だ。 

時間の単位

は時間だよ。 

1時間増えるごとに80kmずつ増えていくんだな。 


